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1. つぎの連立方程式の解を求めよ。 
① y = 2x + 1                                ② y = 1
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x + 6                                  y = 300− x  
   
 
 
 
 
 
 
 

2. x と y が y = 0.8x + 300 という関係であるとする。x が 30 増加した時、y はいくつ増加するか。 
 
 
 
 
 
 
3. 完全競争市場において、ある財の価格をｐとすると、需要曲線がＤ＝60－ｐ、供給曲線がＳ＝2ｐで

表されるとする（Ｄは需要量、Ｓは供給量）。これで均衡が成立するとき、 
① 均衡価格と均衡需給量を求めよ。 
 
 
 
 
 
 
② 均衡点における需要の価格弾力性を求めよ。 

均衡が成立するのは、D=S のときであるので、 
60− p = 2pのときである。これをとくと 
60 = 3p すなわち均衡価格 p = 20となる。 
均衡需給量はS = 2pにp = 20を代入して、2 × 20 = 40となる。 
             答 均衡価格 20、均衡需給量 40 
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増加分を考えると、0.8 × 30 = 24である。 答 24 

分かりにくい場合、例えば x が 100 から 130 に増加した場合などを
考えてみよう。 
x = 100の場合、y = 0.8 × 100 + 300 = 80 + 300 = 380 
x = 130の場合、y = 0.8 × 130 + 300 = 104 + 300 = 404 
となり、404 − 380 = 24の増加である。 
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本日の講義で詳しく説明します。 

 
               


